
１．ワールドカップのサ
ポーターが客席でゴミを拾
う姿はよくニュースで見ま
すが、選手のロッカールー

いよいよ今日から、２学期がスタートしまし ムの写真は初めて見まし
た。子どもたちが元気に２学期の始業式を迎え た。試合終了後、他国は飲
られた事を大変嬉しく思います。 み物などのゴミをもちろ
この夏休み期間中、ご家庭で子どもたちは、 ん、つばを吐いた後まで残

各家庭のルールのもと、勉強やスポーツ等に頑 っているところもあるそう
張ったことでしょう。また、夏休みならではの です。しかし、日本チーム
いろいろなことを経験し、たくましくなったこ のロッカールームは、使用前よりも美しく輝い
とでしょう。 ていました。日本文化というだけではなく、JFA
そんな子どもたちに、始業式で次のようなこ の理念である「サッカーを通じて、豊かなスポ

とを話しましたのでご紹介します。 ーツ文化を創造し、人々の心身の健全な発達と
１つは、７月の学校だよりで伝えたことを再 社会発展に貢献する」を徹底しているからだそ

度話しました。それは、「周りの人がやってい うです。
るのと同じ頑張りでは、今のまま。もし、周り ２．思考という点で、日本の子どもにミスを
の人が頑張れば、人並みに頑張っていても、今 した時、「どうしてそこにキックした」と聞く
より下がってしまいます。『夢へのプラスα』 と、「沈黙」だそうです。しかし、海外の子ど
で向上につなげてほしい。」ということです。 もに聞くと「そこに隙間ができ、A 君がそこに
そして、それを実行できたかを問いかけました。 走り込んでくると考えたから」など、瞬時に考
ご家庭で子どもたちの様子を振り返っていただ えたことを実行し、そのことを後で話すことが
ければと思います。 できるそうです。おそらく日本の子どももその
２つめは、２学期は「成長と充実」を図るに 時は同じことを考えたのかもしれません。しか

は、もってこいの季節です。行事も沢山ありま し、そのことを振り返り言語として表せること
す。まだまだ、暑い日が続きますが、秋は、過 で、ロジカルな思考が発達し、瞬時の判断の適
ごしやすく、体を鍛えたり、読書をしたり、学 格性が増していくそうです。田嶋さんは、自分
習の成果を上げたりするのに、たいへん恵まれ の子どものことを例に出されました。それは、
た時期です。そこで、夏休みに「夢へのプラス 家で子どもがテレビを見ていた時、そのテレビ
α」ができなかった人、もっと向上したい人は、 について「どう思う」と聞かれたそうです。そ
２学期に何か一つ、いつもの勉強、いつもの練 の時、子どもは「ビミョー」「別にー」と答え
習に、プラス３０分（小学生は１０分で結構で たそうです。田嶋さんは叱咤した後、その言葉
す）を加えてほしい。そして、続けるためにそ の影響についてじっくりと話をされたそうで
のことを紙に書いて、ご家庭のみんなが見る冷 す。この言葉を使っていると思考自体を失うと
蔵庫に貼ってほしいということです。子どもた 判断されたからだそうです。
ちの主体的な取組を期待しています。 ３．試合を見ているとすぐに人のせいにする
目の前にある「自分がしなければならないこ チームがあるそうです。また、監督やコーチの

と」一つ一つのことから、目を背けないで、成 指導がよくない、合わないと平気で話す選手も
長と充実を実感できる２学期になるようご家庭 いるそうです。それは、甘えているだけです。
でもご支援をよろしくお願いします。 実際試合において監督の指示通りだけ動いてい

ては試合に勝つことができません。さらに、指
示されたことだけの練習をしていても成長しな
いそうです。今置かれている立場や状況の中で、
自分がどうするかを考えない選手は、人間は、
社会では通用しないということです。逆に、自
分がしっかりとしなければならない状況こそ、
強くなるチャンスと受け止め、考え、実行して

先日、日本サッカー協会会長の田嶋幸三氏の いくことが自分の成長につながるそうです。紹
講演を聞く機会がありました。当たり前のこと 介しました３つのことについて、よければご家
ですが、その大切さを強く感じましたので紹介 庭でお話をしてみていただければと思います。
します。 あと、２つのことについて話がありましたが、
大きく５つの点でお話がありました。 紙面の都合上、次回紹介いたします。
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さあ、新学期に

ステップアップを
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の大切さ


